
蟹かにワールド　その４・加能ガニ



富士ゼロックス
Ｓk yＤe s k Ｍedia Ｓwitch

ス
マ
ホ
で
最
新
情
報
公
開

運
用
し
や
す
く
低
コ
ス
ト

ＬＣＣ活用と新規市場開拓について

場所取らないプロジェクター
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　

都
会
に
届
く
、森
の
息
遣
い
…
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国産材製スピーカー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス

萩
原
誠
司

　
蟹
シ
リ
ー
ズ
も
４
回
目
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
ご
紹
介

し
て
来
た
ブ
ラ
ン
ド
蟹
は

皆
、
地
域
振
興
に
一
役
買
っ

て
い
る
。
今
回
の
主
役
は

「
加
能
ガ
ニ
」
。
加
賀
と
能

登
か
ら
一
文
字
ず
つ
取
っ
て

名
付
け
ら
れ
た
、
石
川
県
産

の
ず
わ
い
蟹
で
あ
る
。
Ｊ
Ｆ

い
し
か
わ
（
石
川
県
漁
業
協

同
組
合
）
が
２
０
１
１
年
に

商
標
登
録
し
た
、
比
較
的
新

し
い
ブ
ラ
ン
ド
蟹
だ
。
そ
の

ブ
ラ
ン
ド
タ
グ
は
水
色
。
他

の
地
域
同
様
、
水
揚
げ
さ
れ

た
港
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

　
冬
に
な
る
と
、
金
沢
の
近

江
町
市
場
で
は
、
多
く
の
店

先
が
蟹
で
真
っ
赤
に
彩
ら
れ

る
。
か
つ
て
は
、
皇
室
に
毎

年
献
上
さ
れ
る
越
前
蟹
や
、

水
揚
げ
高
が
少
な
く
幻
と
呼

ば
れ
る
間
人
蟹
よ
り
手
に
入

り
や
す
い
値
段
だ
っ
た
が
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
功
を
奏

し
、
今
で
は
随
分
価
格
が
上

が
っ
た
よ
う
だ
。
消
費
者
の

立
場
と
し
て
は
ち
ょ
っ
ぴ
り

残
念
だ
が
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
の
だ
か
ら
、
我

慢
ガ
マ
ン
…
。

　
漁
期
は

月
６
日
か
ら
３

月

日
ま
で
。
蟹
の
季
節
が

終
わ
っ
て
し
ま
う
前
に
と
、

先
日
和
倉
温
泉
の
「
ゆ
け
む

り
の
宿
　
美
湾
荘
」
に
お
邪

魔
し
た
。
こ
こ
の
蟹
鍋
は
、

よ
そ
と
は
ひ
と
味
も
ふ
た
味

も
違
う
。

　
出だ

汁し

が
沸
い
て
き
た
ら
、

ま
ず
、
先
刻
ま
で
生
き
て
い

た
生
の
蟹
身
を
投
入
す
る
の

だ
が
、
こ
れ
に
は
こ
ぼ
れ
ん

ば
か
り
に
蟹
ミ
ソ
が
付
い
て

い
る
。
出
汁
に
溶
け
出
し
て

し
ま
っ
た
ら
も
っ
た
い
な
い

と
思
う
の
だ
が
、
同
館
の
多

田
計
介
社
長
の
「
だ
か
ら
こ

そ
お
い
し
く
な
る
」
と
い
う

言
葉
を
信
じ
、
待
つ
こ
と
し

ば
し
。
身
か
ら
は
が
れ
て
フ

ワ
フ
ワ
浮
い
て
き
た
ミ
ソ
は

舌
の
上
で
と
ろ
け
そ
う
だ

し
、
出
汁
に
は
も
の
す
ご
い

コ
ク
が
出
て
、
早
く
も
締
め

の
雑
炊
が
楽
し
み
に
な
る
。

さ
ら
に
そ
の
極
上
の
出
汁

で
、
脚
の
部
分
を
蟹
し
ゃ
ぶ

に
。
思
わ
ず
口
元
が
ほ
こ
ろ

ん
で
し
ま
う
。

　
コ
チ
ラ
で
は
、
ず
わ
い
蟹

の
雌
を「
香
箱
蟹
」と
呼
ぶ
。

子
を
持
っ
て
い
る
か
ら
子

箱
、
日
本
海
の
香
り
が
詰
ま

っ
て
い
る
か
ら
香
箱
、
小
さ

く
て
可
愛
ら
し
く
少
し
お
ま

せ
と
い
う
意
味
の
方
言
「
コ

ウ
バ
ク
」に
由
来
す
る
な
ど
、

諸
説
あ
る
ら
し
い
。
資
源
保

護
の
た
め
漁
期
は
短
く
、
た

っ
た
の
２
カ
月
。
雄
の
「
加

能
ガ
ニ
」
よ
り
安
価
で
地
元

の
一
般
家
庭
に
人
気
が
あ

り
、
も
と
も
と
水
揚
げ
高
が

少
な
い
の
で
、
県
外
に
は
あ

ま
り
出
回
ら
な
い
。
金
沢
港

に
面
し
た
金
石
産
が
特
に
味

が
良
い
と
評
判
だ
っ
た
た

め
、
金
沢
海
産
物
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
協
議
会
が

年
に

「
か
な
い
わ
香
箱
」
と
名
付

け
売
り
出
し
た
。

　
禁
漁
明
け
に
は
「
か
な
い

わ
香
箱
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
（
一
番

蟹
を
喰
ら
う
会
）
」
が
開
催

さ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
と
い
う
。
こ
ん
な
風
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
自
慢
の

蟹
で
賑
わ
い
、
地
元
に
潤
い

を
も
た
ら
す
こ
と
を
考
え
る

と
、
ス
ゴ
イ
ぞ
、
蟹
！
　
と

拍
手
を
送
り
た
く
な
る
。

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
保
護
の
目

的
で
、
特
許
庁
が

年
か
ら

「
地
域
団
体
商
標
登
録
制

度
」を
始
め
、特
産
品
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
や
す
く
な
っ
た
。

海
に
囲
ま
れ
た
世
界
有
数
の

水
産
国
日
本
。
そ
の
恵
み
を

生
か
す
取
り
組
み
が
、
よ
り

活
発
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
開
発
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
　
Ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
」
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
高
機
能
端
末
で
印
刷
物
の
紙
面
を
撮
影
す
る
と
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
そ
の
紙
面
に
関
す
る
動
画
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
最
新
情

報
が
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
。
旅
行
先
で
い
つ
で
も
最
新
情
報
を
得
ら
れ
る

と
あ
っ
て
、こ
れ
か
ら
の
旅
行
シ
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
旅
行
シ
ー
ン

は
、
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
カ
メ

ラ
」
が
必
携
だ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
旅
行
先
の
情
報
を
印

刷
物
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認

し
な
が
ら
記
念
撮
影
す
る
と
い

う
形
が
今
で
も
一
般
的
だ
。

　
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
最
近

の
ス
マ
ホ
の
性
能
向
上
が
著
し

く
、
風
景
の
撮
影
に
も
活
用
さ

れ
て
い
る
。
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ

　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ

ｈ
は
、
こ
の
ス
マ
ホ
を
最
新
情

報
の
受
信
に
も
利
用
す
る
こ
と

で
、
旅
行
者
が
簡
単
に
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
関
係

企
業
・
団
体
も
低
コ
ス
ト
、
省

力
化
で
最
新
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
散
策
マ
ッ

プ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
紙
媒
体

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
て
便
利
だ
。
し

か
し
、
情
報
内
容
は
発
行
の
数

カ
月
前
に
企
画
・
取
材
し
た
も

の
で
、
旅
行
者
が
手
に
取
っ
た

時
に
は
〝
情
報
の
新
鮮
度
〟
に

難
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。そ
の
点
を
解
消
す
る
た
め
、

出
版
社
や
行
政
、
観
光
協
会
は

シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
紙
媒
体
を
発

行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ

の
場
合
、
コ
ス
ト
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
　
Ｍ
ｅ
ｄ

ｉ
ａ
　
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
は
、
紙

媒
体
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像

を
撮
影
す
る
だ
け
で
、
最
新
の

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
動
画
や
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
。

　
今
ま
で
も
二
次
元
コ
ー
ド
や

バ
ー
コ
ー
ド
を
誌
面
に
掲
載
す

る
こ
と
で
、
似
た
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
紙

面
づ
く
り
を
求
め
る
場
合
に

は
、
コ
ー
ド
を
紙
面
に
掲
載
し

た
く
な
い
と
い
う
要
求
も
高
ま

っ
て
い
る
。

　
そ
の
点
、
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ

　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ

ｈ
は
「
類
似
検
索
技
術
」
を
導

入
し
て
い
る
た
め
、
紙
面
の
一

部
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
取
り

込
む
だ
け
で
、
ど
の
情
報
に
ア

ク
セ
ス
す
べ
き
か
瞬
時
に
判
断

し
、
最
新
情
報
を
掲
示
す
る
。

　
し
か
も
、
紙
媒
体
は
Ｓ
ｋ
ｙ

Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｓ

ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
導
入
の
た
め
に
作

り
直
す
必
要
は
な
く
、
既
存
の

も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
紙
媒
体
を
１

年
に
一
度
作
る
だ
け
で
、
い
つ

で
も
最
新
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
冬
の

雪
景
色
が
き
れ
い
な
紙
媒
体
の

ペ
ー
ジ
の
写
真
を
撮
影
す
る

と
、
春
な
ら
サ
ク
ラ
が
満
開
の

風
景
や
見
頃
に
な
る
予
想
日
、

秋
な
ら
現
在
の
紅
葉
の
様
子
と

い
っ
た
旬
の
情
報
が
ス
マ
ホ
画

面
に
掲
示
さ
れ
る
の
だ
。

　
ま
た
紙
媒
体
で
は
、
本
当
の

閲
読
率
が
分
か
ら
な
い
が
、
Ｓ

ｋ
ｙ
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

　
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
で
は
ア
ク
セ

ス
数
が
分
か
る
の
で
、
閲
読
者

の
反
応
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
人
気

度
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
施
策
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
導
入
コ
ス
ト

も
低
い
。
利
用

登
録
料
は

万

８
千
円
、
１
年

契
約
の
利
用
料

は
月
３
万
２
千

円
、
ス
ポ
ッ
ト
利
用
は
２
カ
月

で

万
円
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
導
入
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
設
定
し
て
い
る
。

▲

　
今
号
で
は
、
国
内
線
格
安
航

空
会
社
（
以
下
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
活

用
と
新
規
市
場
開
拓
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
経
営
実

態
の
議
論
は
あ
る
も
の
の
、
国

内
線
に
お
い
て
も
確
実
に
新
た

な
需
要
を
生
み
出
し
て
お
り
、

次
々
と
新
た
な
就
航
路
線
が
決

ま
っ
て
い
る
。
代
表
的
な
航
空

会
社
と
し
て
、
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ

ー
シ
ョ
ン
、ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
、

バ
ニ
ラ
・
エ
ア
、
春
秋
航
空
日

本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

路
線
拡
大
お
よ
び
便
数
増
は
、

旅
館
ホ
テ
ル
業
界
に
は
大
変
な

追
い
風
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
新
規
路
線
の
就
航
に

よ
り
、
『
商
圏
』
が
広
が
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
『
顧
客
層
』

が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
格
安
料

金
に
よ
り
、
今
ま
で
飛
行
機
を

使
っ
て
旅
行
す
る
と
い
う
購
買

行
動
が
し
に
く
か
っ
た
学
生
や

若
年
層
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
動

い
て
い
る
。

　
旅
行
は
総
予
算
が
あ
り
、
そ

の
中
で
移
動
費
用
と
宿
泊
費

用
、
そ
し
て
娯
楽
費
用
に
分
け

ら
れ
る
。
仮
に
今
ま
で
通
常
の

航
空
運
賃
で
移
動
し
て
い
た
旅

行
者
が
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
切
り
替
わ

る
と
、
航
空
代
が
削
減
さ
れ
る

の
で
、
宿
泊
費
用
ま
た
は
娯
楽

費
用
に
回
る
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
旅

館
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ろ
う
と
考
え

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。

　
そ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
見
る

と
、
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ
て
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
エ
リ
ア
の
市
場
開
拓
、
新
た

な
客
層
開
拓
が
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。
ま
だ
地
域
を
上
げ
て

の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、

今
後
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
地
域
ぐ
る
み
の
Ｐ
Ｒ
は
さ
て

お
き
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
単
体
で

の
取
り
組
み
は
、
や
は
り
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
で
あ
る
。
ま
ず

は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
便
利
さ
や

価
格
の
安
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
最
重
要
な
の
で
、
至

る
と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し

い
。
例
え
ば
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ

ー
を
張
る
こ
と
や
、
各
種
の
予

約
サ
イ
ト
上
で
も
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就

航
記
念
」
の
よ
う
な
商
品
を
作

成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
発
達
は
、
旅
行
業

界
に
と
っ
て
は
、
お
客
さ
ま
の

旅
行
需
要
の
創
造
を
促
す
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が

採
算
路
線
に
な
り
、
増
便
に
な

る
よ
う
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
会
社
と
地

域
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
ま
ず

は
「
魁
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神

で
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
的
場
弘
明
）

＝
隔
週
掲
載
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
会

議
、
見
本
市
、
学
術
会
議
、

街
コ
ン
な
ど
、
全
て
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
だ
。
多
様
多
彩
な

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
は
、


世
紀
の
新
た
な
パ
ワ
ー
と

成
長
を
け
ん
引
す
る
力
と
し

て
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　
本
書
は
、
日
本
や
世
界
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
を
成

長
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
分
析
し

て
い
る
。
世
界
の
見
本
市
の

３
分
の
２
が
開
催
さ
れ
る
ド

イ
ツ
、
国
際
会
議
開
催
件
数

世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
主
要
国
の

戦
略
と
制
作
に
つ
い
て
解
説

し
、
日
本
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
切
り
込
ん

で
い
る
。

　
著
者
の
萩
原
氏
は
東
大
卒

業
後
、
旧
通
産
省
入
省
。
大

臣
官
房
人
事
企
画
官
、
機
械

情
報
産
業
局
情
報
政
策
企
画

室
長
を
経
て
、
岡
山
市
長
、

衆
院
議
員
を
歴
任
。
現
在
は

法
政
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ

ー
特
任
教
授
、
明
治
大
学
国

際
総
合
研
究
所
客
員
研
究

員
。

　
１
５
７
５
円（
税
込
み
）。

問
い
合
わ
せ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
☎
０
３

（
６
８
８
０
）
２
６
４
０
。

　
音
響
機
器
メ
ー
カ
ー
の
Ｊ

Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
は
、
商
品

を
通
じ
て
〝
森
・
自
然
の
存

在
〟
を
感
じ
る
空
間
提
案
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
Ｆ
ｏ

ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ

（
フ
ォ
レ
ス
ト
　
ノ
ー
ツ
）」

シ
リ
ー
ズ
の
第
一
弾
と
し

て
、
国
産
材
木
を
使
っ
た
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ス
ピ
ー
カ
ー
「
Ｙ

Ｇ
―
Ｆ
Ａ

Ｈ
Ｖ
」
「
Ｙ
Ｇ

―
Ｆ
Ａ
２
Ｈ
Ｖ
」
を
販
売
し

て
い
る
。
〝
森
の
声
〟
（
森

が
出
す
音
）を
都
会
に
届
け
、

癒
や
し
の
空
間
を
生
み
出

す
。

　
同
社
は
岐
阜
県
の
飛
騨
高

山
、
宮
崎
県
諸
塚
村
な
ど
の

森
に
設
置
し
た
マ
イ
ク
を
通

じ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

〝
森
の
声
〟
を
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
も
開
始
。
都
会
で


時
間
「
森
の
息
遣
い
」
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
で
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
で

の
導
入
事
例
も
あ
り
、
ロ
ビ

ー
に
設
置
し
た
「
一
茶
の
こ

み
ち
美
湯
の
宿
」
（
長
野
・

湯
田
中
温
泉
）
で
は
、
宿
泊

客
か
ら
「
癒
や
さ
れ
る
」

「
安
ら
げ
る
」
と
好
評
だ
。

　
本
体
は
国
産
栗
材
を
使
用

し
、
飛
騨
高
山
の
家
具
職
人

が
釘
や
ね
じ
を
使
わ
な
い
伝

統
工
法
で
手
造
り
す
る
。
立

方
体
の
形
状
は
、
森
の
木
々

が
作
り
出
す
酸
素
量
を
表

現
。Ｙ
Ｇ
―
Ｆ
Ａ

Ｈ
Ｖ
は
、

一
本
の
樹
木
が
１
日
に
作
る

酸
素
量
「

㍑
」
に
な
る
よ

う
、
幅
と
高
さ
、
奥
行
き
を

そ
れ
ぞ
れ
３
１
０
㍉
に
し
て

い
る
。
小
型
の
Ｙ
Ｇ
―
Ｆ
Ａ

２
Ｈ
Ｖ
は
、
１
時
間
に
作
る

量「
２
・
５
㍑
」に
合
わ
せ
、

１
３
６
㍉
に
し
た
。

　
ま
た
、
レ
シ
ー
バ
ー
機
能

を
搭
載
し
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て

い
る
た
め
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
環

境
で
の
使
用
が
可
能
。

　
オ
ー
プ
ン
価
格
。
配
信
プ

ラ
ン
は
高
音
質
が
月
額
９
８

０
円
、
標
準
が
４
９
０
円

（
共
に
税
込
み
）
。
問
い
合

わ
せ
先
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ

ッ
ド
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
２

７
２
７
）
８
７
、
ま
た
は
☎

０
４
５
（
４
５
０
）
８
９
５

０
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
「
ビ
ュ
ー
ラ
イ

ト
シ
リ
ー
ズ
」
の
新
商
品
２

機
種
＝
写
真
＝
を
新
発
売
し

た
。
従
来
型
と
比
べ
、
ス
ク

リ
ー
ン
ま
で
の
距
離
が
短
く

て
も
使
用
可
能
で
、
場
所
を

取
ら
な
く
な
っ
た
。

　
発
売
し
た
の
は
「
Ｎ
Ｐ
―

Ｍ
３
０
２
Ｗ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
」
と
若

干
明
る
く
な
っ
た
「
Ｎ
Ｐ
―

Ｍ
３
５
２
Ｗ
Ｓ
Ｊ
Ｄ
」
。

　
大
き
な
特
長
は
、
短
い
距

離
か
ら
の
大
画
面
投
写
。
ス

ク
リ
ー
ン
サ
イ
ズ

型
の
場

合
は

㌢
、
１
０
０
型
で
は


㌢
の
距
離
で
十
分
。

　
Ｎ
Ｐ
―
Ｍ
３
５
２
Ｗ
Ｓ
Ｊ

Ｄ
は
明
る
さ
３
５
０
０

の

高
輝
度
で
重
さ
約
３
・
７
㌔
、

Ｎ
Ｐ
―
Ｍ
３
０
２
Ｗ
Ｓ
Ｊ
Ｄ

は
３
千

、
約
３
・
６
㌔
。

　
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
カ
ス
タ
マ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
（
６
１
０
）
１
６
１
。

新製品のスピーカー
▲


